
　作業終了後には、下記協賛事業所から豚汁、焼きおにぎ
り、バランス栄養食の提供があります。

◆豚汁
　ソニーセミコンダクタ株式会社
　白石蔵王ＴＥＣ

◆焼きおにぎり
　株式会社ニチレイフーズ白石工場

◆バランス栄養食
　仙南信用金庫

　平成24年７月に、自治会連合会や観光協会、商工会議所
が発起人となり、環境整備を行い鯉

こい

が泳ぐきれいな沢端川
を守っていこうと、「沢端川の環境を守り鯉を育てる会」
を設立しました。
　現在、35団体、17の個人会員で活動を行っています。美
しい沢端川を守る活動に賛同いただける会員を募集してい
ますので、皆さんの入会をお待ちしています。

●会費　団体：5,000円以上・個人：1,000円以上
●申し込み・問い合わせ
　一般社団法人白石市観光協会（産業部商工観光課内）
　☎22-1321　 FAX 22-1451

長
20
（
１
６
１
５
）
年
の
大
坂
夏
の
陣

で
大
坂
城
が
落
城
し
ま
す
。
九
度
山
、

大
坂
城
と
真
田
信の

ぶ

繁し
げ

（
幸
村
）
と
行
動
を
共
に

し
て
い
た
三
井
奉ぶ

善ぜ
ん

（
豊ぶ

前ぜ
ん

）
は
落
城
後
、
白

石
城
下
を
訪
ね
ま
す
。
こ
こ
で
無
事
、
阿
梅
と

再
会
し
ま
す
。
そ
の
感
激
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

主
君
で
あ
る
信
繁
（
幸
村
）
が
亡
く
な
っ
た

後
、
主
君
を
失
っ
た
家
臣
と
、
主
君
の
忘
れ
形

見
で
あ
っ
た
姫
の
再
会
で
す
。
そ
の
後
、
そ
の

息
子
の
三み

つ

井い

善ぜ
ん

久き
ゅ
う

が
南
町
の
清
林
寺
を
開
山
し

ま
す
。
後
に
、
三
井
氏
の
一
族
は
片
倉
家
の
家

臣
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
大
坂
か
ら

移
住
し
て
き
た
侍
、町
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
、
清
林
寺
本
堂
の
屋

根
の
最
も
高
い
場
所
に
は
、
金
色
の
六
文
銭
の

寺
紋
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
基
の
善
久

の
墓
は
本
堂
南
側
の
歴
代
住
職
墓
地
の
中
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
山
門
を
潜
っ
て
す
ぐ
の
と
こ

ろ
に
は
、
少
し
時
代
が
新
し
い
江
戸
時
代
中
期

の
三
井
氏
の
墓
が
３
基
並
ん
で
あ
り
ま
す
。

心
院
は
大
平
森
合
に
あ
っ
た
寺
院
で
、

現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
場

所
は
大
平
森
合
の
共
葬
墓
地
近
く
の
山
の
斜
面

に
あ
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
、
慶
安
元
（
１
６
４
８
）
年
７

月
、
片
倉
小
十
郎
重
長
（
重
綱
）
が
建
立
し
た

お
寺
で
、
片
倉
家
の
菩ぼ

提だ
い

寺
で
あ
る
傑
山
寺
の

末
寺
で
し
た
。
初
代
住
職
は
、
傑
山
寺
の
住
職

が
兼
務
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
慶
安
元
年
は
、

大
坂
夏
の
陣
か
ら
33
年
目
で
あ
り
、
真
田
信
繁

（
幸
村
）
を
弔
う
た
め
に
建
て
た
も
の
で
し
た
。

の
よ
う
に
見
る
と
、
真
田
家
の
阿
梅
ら

が
白
石
に
来
て
か
ら
、
真
田
家
旧
家
臣

団
も
跡
を
追
う
よ
う
に
来
白
し
た
様
子
が
分
か

り
ま
す
。

　

片
倉
家
と
真
田
家
は
一
時
、敵
同
士
で
し
た
。

し
か
し
、
片
倉
家
は
、
大
坂
夏
の
陣
の
後
、
真

田
信
繁
（
幸
村
）
の
活
躍
ぶ
り
と
忠
誠
心
を
高

く
評
価
し
、
旧
家
臣
団
を
白
石
城
下
に
迎
え
入

れ
ま
す
。
世
の
中
も
乱
世
か
ら
戦
い
の
な
い
平

和
な
世
と
な
り
、
城
下
の
一
員
と
し
て
定
着
し

て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
が
１
月
か
ら
放
送
開
始
と
な
り
、
皆
さ
ん
も
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
も
先
月
に
続
き
、
白
石
に
来
た
真
田
家
ゆ
か
り
の
人
々
と
関
連
す
る
歴
史
遺
産
を
紹

介
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　

☎
２
２
︱
１
３
４
３

慶月

こ

白
石
の

真
田
家 

そ
の
二

▲月
げっ

心
しん

院
いん

跡に建つ愛宕社

　

江
戸
時
代
の
記
録
で
は
、
境
内
に
愛
宕
社
が

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
寺
自
体
は
明
治

時
代
初
め
に
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
が
、
境
内
の

愛
宕
社
だ
け
は
、
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

１

２３

1_清林寺の本堂と山門
近 く に 並 ぶ 三 井 氏 の
墓　2_屋根の上に輝く
六文銭　3_本堂南側に
ある三井氏の墓（左天
然石）

▲沢端川清掃の様子

春季川干清掃ボランティアを募集します

●日　　時　３月26日（土）7：00～（１時間程度を予定しています）

●集合場所　いきいきプラザ駐車場

●申し込み・問い合わせ
　一般社団法人　白石市観光協会　☎22-1321
　（白石市産業部商工観光課内）
　白石商工会議所　☎26-2191

「沢端川の環境を守り鯉を育てる会」会員募集！

美しい城下町を守るために

　

毎
年
、
春
と
秋
の
川
干
に
合
わ
せ
て
、

白
石
市
観
光
協
会
と
白
石
商
工
会
議
所
の

共
催
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
沢
端
川

の
清
掃
奉
仕
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
毎
回
、
た
く
さ
ん
の
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ゴ
ミ
な
ど
が
回
収

さ
れ
ま
す
。
キ
レ
イ
な
沢
端
川
を
つ
く
る

た
め
に
は
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

　

美
し
い
城
下
町
「
白
石
」
を
守
る
た

め
、
川
干
清
掃
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
！

【
服
装
・
持
ち
物
】

①
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
、
長
靴
を
履
い

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
火
ば
さ
み
の
あ
る
方
は
ご
持
参
願
い
ま
す
。

③
軍
手
と
ゴ
ミ
袋
は
主
催
者
側
で
用
意
し

ま
す
。

　
春
季
川
干

　

用
水
路
の
維
持
補
修
の
た
め
、
川
干ひ

を

行
い
ま
す
。
火
の
元
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
ご
家
庭
の
周
囲
の
側
溝
や
占

用
箇
所
の
土
砂
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
も
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
区
域

　

樋
ノ
口
用
水
路
・
舘
堀
用
水
路
・
沢
端

川
ほ
か

●
実
施
期
間

　

３
月
25
日（
金
）17
時
～
28
日（
月
）17
時

　
（
４
日
間
。
夜
間
を
含
む
）

問
建
設
課　
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白
石
市
土
地
改
良
区

　

☎
２
５
─
９
７
１
７
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